


＜３日間のプログラムの実施の様子＞ 

（１） 開講式、講義：午前中は、事前資料に基づいた講義を行い、主に午後の実験の説明をしました。特に、

周期表の元素に注目し、元素記号を覚えてもらいながら、小さな有機分子と色の関係を紹介しました。 

   

（２） 昼食、研究室見学：北里大学の学生食堂で、午後の実験のグループごとに一緒にお昼を食べました。そ

の後、L1 号館から理学部 S号館に戻り、有機典型元素化学と生化学の研究室の見学をしました。 

   

（３） 実験の準備、実験：午後の実験用に、白衣を着て、グループごとに実験机の周りに集まりました。  

   

（４） 実験、休憩：室温のエタノールを液体窒素で冷却してマイナス１００度にする実験、その中にドライアイス

を入れて観察する実験を行いました。休憩時間には、廊下でおやつを食べました。 

   

（５） 実験、修了式：有機分子の色の変化を観察する実験をマイナス１００度と室温で比較しました。この企画

の最後には、マイナス１００度に保たれていることを試験し、合格者には修了証書が渡されました(全員合格)。 

   






